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＜要　旨＞
　本稿では、短期大学部の食育分野の学習題材のひとつである「お菓子の家」（ジンジャーブレッドハウス）
の制作作品を、学生が中心となって学外で展示発表会や制作講習会を行うことによって、地域連携を実践する
という能動的体験型学習（アクティブラーニング）における学修者の変化と地域貢献の成果を明らかにするこ
とを報告の目的とする。学生は発表会や講習会における来訪者との交流を通じてコミュニケーション力などを
伸ばすと同時に、それが社会において必要であることを経験できた。学生自らがチームワークを発揮して企画
することにより、聞くだけの授業にとどまらない体験型学習を実現し、食育とともに人材育成面でも一定の成
果が見られた。この一連の取り組みは地域の自治体や近隣企業と連携して行ったものであり、企画した発表会
の一部が北九州市の地域活性化の取り組みである「平成 27 年度にぎわいづくり認定事業」「平成 28 年度まち
づくりステップアップ事業」としても認定され、地域社会への貢献も認められた。
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Ⅰ．目的 
　筆者ら（2015）は「お菓子の家（本学ではジンジャー
ブレッドハウス）」の創作授業１）にこれまで取り組ん
できた。それは菓子製造が過去から人間の生活に潤い
を与え、食文化を如何に豊かにしてきたかを、欧米の
伝統的な菓子であるジンジャーブレッドハウスの制作
を通して学生により意識させるためであった。授業で
は、まずお菓子の家の歴史や、キリスト教祝祭菓子と
しての文化的役割について伝え、その上で、19 世紀
のヘンゼルとグレーテルの童話の時代から続くお菓子
の家のレシピを紹介した。制作にあたっては、学生個
人が菓子デザイン、素材寸法決定などを自ら行うこと
で各自のオリジナルの作品制作が行えるように指導し
た。併行して、「お菓子の家」が、西欧の家庭でクリス
マスに親子で作ることに意義があったように、実際に
友人や家族で菓子作りを食育体験させることにより、
チームワーク（協働）の大切さも実感できるよう配慮
した。このように創作した学生らの作品を、学外で展
示・発表することを試みた。それは、授業で聞くだけ
にとどまらない体験型の学習の場を提供すること、な
らびに調理製菓スキルの向上だけではなく、会話、討
議、企画などのコミュニケーションの能力を向上させ
る場を提供することをめざしたかったからであり、学
生が能動的に企画し、参加できる場として展示発表会
が最適であると考えたからである。
　具体的には、学生に協働でチームワークを発揮させ
ながら企画・立案・調整させ、展示発表会を体験型学
習の場と位置づけた。単に作品を展示するだけでなく
来訪者へのインタビューなどを工夫して行うことによ
り、学外の面識のない市民の方たちとのコミュニケー
ションを図りながら、展示会をフィールドワークの場
とすることで、学生達の気づきの場としても活用した。
　また、来訪者との「ミニチュアお菓子の家」制作体
験交流や制作講習会のイベント企画などを展示と併行
して行うことで、地域社会の方たちへ食育体験の場を
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発信・提供することができた。また児童や若い父母を
対象にしたものでは、食育だけでなく、子育て支援や
家庭教育の経験の場を提供でき、学生の児童教育の体
験の場としても意味あるものとなった。
　今回は、アクティブラーニングとして学生にどのよ
うな力を伸ばせるか、地域連携や貢献の成果をどのよ
うに学生に意識させ大学への貢献感や所属感を醸成で
きるかの二つの点を踏まえて、今までの学習過程を改
善、整理することを試みた。
　これまでの一連の取り組みは自治体や地元企業と一
緒に行ったものであり、地域連携の分野で、平成 28
年度の北九州市が主催する「まちづくりステップアッ
プ事業」として採択され、本学の教育研究活動を地域
社会へ還元する一助となった。また本報では、地域連
携による貢献が高等教育に求められている使命のひと
つであることにとどまらず ２）３）、「お菓子の家」の卒
業制作とその展示会を通じた活動を、聞くだけの授業
から学生が能動的に参加できる体験型学習（アクティ
ブラーニング）の教育方法改善４）の取り組み例として
報告するとともに、関連して行ってきた「お菓子の家」
以外の地域連携、交流の取り組みを行ったことについ
ての実践内容を整理、検証することを目的とする。
　なお、地域連携の活動の効果については、平成 24
年度の「開かれた大学づくりに関する調査研究５）」（文
部科学省）において、対象短期大学 280 校中 48.9%
が「学生への教育効果が創出される」と回答している。
また岩崎らの実践報告６）によれば、体験的に取り組ん
だ地域連携型授業によって、交流、行動、協働、思考
の力を伸ばすことができたとしている。本報告におい
ても、地域連携の体験型学習を通じて得られる人材育
成面での教育効果についても併せて紹介する。
Ⅱ．方　法
　アクティブラーニングの内容として以下の内容を設
定してその効果を検討することとした。効果の測定に
は内容ごとにアンケートを実施してこれを分析した。
１）「お菓子の家」の展示発表会を通じた参加型体験
　　学習の取り組み
（１）「お菓子の家」の卒業制作作品を用いた校外活動
　「お菓子の家」の卒業制作と展示発表会を通じた体
験型学習の取り組みは、2012 年度卒業生から４年間毎
年行っており、2012 年度生作品３施設、2013 年度生
５施設、2014, 2015 年度生は８施設で展示発表会を実
施した。表１にお菓子の家を通じた校外活動を表２に
2015 年度卒業生の作品展示会の実施内容を一覧にまと
めた。
表１．お菓子の家（卒業制作作品）を通じた校外活動
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（２）作品の展示発表会を通じてめざした参加型の体
　　  験学習の場
　発表会の場所の選定、貸出の交渉、会場設営などに
ついては、学生と教員が共同で企画した。場所は、デ
パート（小倉井筒屋）、銀行（福岡銀行北九州営業部）、
北九州市水環境館、小倉城、高齢者複合施設、病院（小
児病棟・小児外来）といった市内の施設である。それ
ぞれの発表会の企画にあたっては、各々の発表会の場
所や見学者を意識しながら発表会のテーマを決めた。
発表会の意味合いや特徴を考え、実行にあたり自分達
が注意すべきこと、取り組み姿勢などについて全員で
話し合い、目的意識を共有化しながら行えるように準
備した。
　
２）学習内容に能動的に参加させ、コミュニケーショ
　　ンスキルを高めるための手続き
　いくつかの発表会においては、展示するという目的
に加えて、来訪者と交流することをもう一つの目的と
した。アンケート形式の質問を準備し、それを聞きと
るという形式にすることで、面識のない来訪者との対
話が行いやすいように工夫し、学生にとって、フィー
ルドワークとしてインタビューするという要素を加え
た。これは、来訪者の意見や評価を聴取することで臨
機応変に会話の内容を広げ、年齢の離れた方や外国人
の方などの幅広い来訪者との交流を深めることを狙っ
たからである。
　
３）外部へのアピールを通じて大学への所属感や貢
　　献感を高めるための手続き
　交流に加えて、参加型の体験企画も行った。展示会
における親子の参加者を募り、１）ミニチュアのお菓
子の家のデモンストレーション型制作体験企画（小倉
井筒屋での発表展示会で併設）２）ペーパークラフト
を用いたお菓子の家の設計・装飾体験企画（福岡銀行
北九州営業部の発表展示会に併設）３）ペーパークラ
フトや段ボールを用いたお菓子の家の設計・装飾体験
企画（北九州市水環境館の発表展示会に併設）などの
イベントも行った。これは、学生に児童や児童教育の
要素を体験することを企図したものであった。
　一連の展示発表会において企画した体験学習の内容
は、次にまとめられる。
⑴作品の展示発表；単独展示、評価コンテスト、同種
の展示イベントとのコラボ（オリジナルクリスマス
ツリー展示会）
表２．2015 年度卒業生作品による展示会活動
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⑵作品展示による慰問；高齢者複合施設や病院（小児
病棟・小児外来）
⑶フィールドワーク；来訪者へのインタビュー、会話
交流、嗜好調査、外国人との交流
⑷食育連携；「お菓子の家」のミニチュアやペーパー
クラフトによる「お菓子の家」の制作体験
⑸地域連携；街のにぎわい支援、街づくり支援
　これらはいずれも、学生の大学名を冠した企画であ
り、学修者の大学への所属感や貢献感を高めるための
手立てである。またアクティブラーニングの主題であ
る学生自身が何をするかを事前に考え、それに能動的
に参加し、自分が何をしているかを再認識しながら、
新たな気づきを得ることの手立てでもあった。これら
の点から、卒業作品の制作と展示に至る一連の活動は、
聞くだけの授業から一歩抜け出し学生を動機づけられ
た参加者へと支援する教育の取り組み７）の一例として、
「アクティブラーニング」を検討する事例のひとつとな
るものと考える。４）８）９）
Ⅲ．結果と考察
１）展示発表会の事例紹介と参加型体験学習におけ 
　　る活動結果
　前項表２に示した展示発表会の様子を図１から４に
おいて写真にて紹介する。この内、2015 年度に実施し
た来訪者が多かった市内デパート（小倉井筒屋）と展
示期間の長かった小倉城の２例について取り上げて説
明したい。
図１．小倉井筒屋　展示風景 図３−２．北九州市水環境館
　　　　　段ボールお菓子の家の装飾体験イベント
図３−１．北九州市水環境館
　　　　　ペーパークラフトお菓子の家の制作体験イベント
図２．福岡銀行北九州営業部オリジナルツリーと共同展示
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　小倉井筒屋内では 12 月に６日間展示を行い 600 名
の来訪者があった。その間「ミニチュアのお菓子の家
のデモンストレーション」と題して、ミニチュアのお
菓子の家の制作講習も行った。学生が分担して来訪者
一人一人にインタビューを行い、作品への嗜好や個別
感想を聞き、制作上の工夫や苦労話などを伝えながら
見学者との交流を行った。聞き取りは無記名での回答
をお願いした。フィールドワークの一貫として、来訪
者に関すること（時間帯傾向、年齢、性別、居住地、
来訪目的など）も調査し、統計データを用いてまと
めた。フィールドワークは、体験型学習の大切な手法
かつ要素であり、統計データを用いて結果を表現する
ことは重要で、授業の一貫として行っている。統計的
な表現手法や技術についての習熟と能動的な学習参加
の観点から、福岡県・福岡県統計協会が主催する福岡
県統計グラフコンクール「第５部　高校生以上の生徒・
学生及び一般の部」に 2013 年～ 2015 年まで連続して
応募している。３年連続一部応募者は佳作入賞の結果
を出しており、能動的な学習参加への意欲を高めるこ
とに役立っている。
　小倉城では、５月に約１ヵ月間の展示を行い、584
名の来訪者があった。来訪者の多い土曜日、日曜日に、
全員で分担してインタビューを行った。小倉城の場合
は、基本的には域外からの訪問者であり、多くの外国
人の来訪者もあることから外国人との交流の機会とし
ても積極的にフィールドワークに臨んだ。（実際には来
訪者の 9.9% が外国人であった。）ちなみに上述のデ
パートと同じ 2015 年度生の作品を用いて 2016 年５月
にも約１ヵ月間の展示を行い、この時は夏季の温度環
境を考慮して「ペーパークラフトによるお菓子の家の
制作イベント講座」と題して、親子でお菓子の家を厚
紙の模型を使って制作するイベントを行った。
　いずれの場合も、来訪者とは簡単な質問をする事を
きっかけにしながらインタビュー方式で会話を深め交
流した。作品の評価については、感想として選択肢方
式と自由表記方式で且つ無記名での回答をお願いし、
当てはまる内容や文言を結果にまとめた。また、自分
が最も好きな作品について質問し、学生間でその評価
結果を参考にした。
図４．小倉城展示風景
　　　（壁のハートマークの中に自由表記の感想添付）
　　　（図１〜４の写真掲載承諾済み）
　　　（小倉井筒屋来訪者　600 人　　小倉城来訪者　584 人
　　  　に対する回答数の比率）
　　　（有効回答比率　小倉井筒屋 97.7%、小倉城 98.3%）
図５．来訪者へのインタビューによる作品の感想（無記名回答）
図６．回答者の年齢構成分布
　まず来訪者が作品を見てどのように思ったかについ
て、図５に示すように「可愛い」「夢がある」など 10
個の選択肢を提示し、その中で来訪者の感想と同じも
のを回答してもらった（複数回答を可とした）。小倉
井筒屋、小倉城ともに同様の方法で回答をもらい、そ
の結果を各場所の来訪者総数（小倉井筒屋 600、小倉
城 584）に対する比率にて示した（図５参照）。また回
答者の年齢分布について図６に示した。図６に示すよ
うに来訪者の年齢構成や男女比が異なるなかで、いず
れも半数以上の方が「かわいい」「夢がある」と回答し、
– 196 –
お菓子の家を通じた地域連携などの取り組み
２）体験学習に参加した学生の感想記述の分析結果
　卒業作品の制作、展示を通じた、学生達の感想につ
いて無記名で回答をもらい、表 4 に抜粋しまとめた。
　学生の自由表記から抽出された内容からは、自己に
対する「能力感・自己肯定感の向上」と「貢献感の向
上と実感」、他者や地域に対する「信頼感・所属感の向上」
が伺える。これら学生達の感想から、一連の展示会に
おいて学生自身が得た達成感や満足感の要因は、イン
タビューにおける自分達の作品への共感や称賛であっ
たことはもちろんのことであるが、加えてコミュニ
ケーションそのものができたこと、自分の話を他人が
聞いてくれたことや説明できたことに驚きや喜びを感
じていることが分かる。お菓子の家という苦労して制
作した作品を単に見てもらえたことだけでなく、来訪
者との双方向のやり取りができたことが、学生達の成
功体験を作っているということだと思う。短期大学生
にとって、見ず知らずの人と話をする機会は授業にお
いて得難いものであり、特に年齢の離れた成人と会話
することそのものが、これまであまり経験が無いこと
であった。学生達は、自分の知らない他人との交流に
おいて、自分から話ができたこと、聞いてもらえたこと、
温かい言葉をかけたもらったこと、意見がもらえたこ
となどに達成感を感じており、「コミュニケーション力」
「傾聴力」「会話力」などが社会において必要であるこ
とを経験として知ることができたと思われる。
　参考までに当学院短期大学部にて毎期行っている授
業評価アンケート報告書の 2015 年度後期における達
成度自己評価よれば、「コミュニケーション力や表現力
を高めることができた」の項目に対して、短期大学部
「心が癒される」とした人は４割を超えた。また一方で、
自由に感想を記述するようにお願いしたところ、入場
者の内、小倉井筒屋 49％・小倉城 68％の方に足を止
めてその場で自由表記の記載を記入してもらうことが
できた。この自由表記には、「心が癒され優しい気持ち
になった」「作品の技巧と手間への賞賛」「製作者への
激励と共感」「楽しさと豊かさの正直な実感」などがあ
り、これらの感想は学生に達成感、満足感を与えるも
とになった。このときの記載内容の抜粋を表３に示す。
表３．来訪者が記入した感想　〜無記名方式による回答〜
表４．学生の感想（参加全学生10人の感想を各視点で抜粋）　　〜無記名方式による回答〜
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の全講義の自己評価平均点が 3.5、生活創造学科の全
講義の評価平均点 3.5 に対して、当該授業においての
自己評価平均点が 4.6 であった。演習授業においても
同じ項目の自己評価において、短期大学部の全演習授
業の自己評価点平均が 3.7、生活創造学科の全演習の
自己評価点平均 3.8 に対して、当該演習の自己評価点
平均は 4.6 であった。あくまで自己評価ではあるもの
の、コミュニケーション力や表現力には達成感に裏付
けられた自分自身に対する自信は大きな要素であり、
学生の態度から、発表会の体験がその個人的な力を向
上させたことが見て取れた。
　展示発表会の準備実行に関して、学生自らが企画し
ていることで「能動性」「企画力」を養い、さらに全
員が分担して行ったことで「協働性（チームワーク）」
「行動力」を伸ばすことができ、フィールドワークの
結果である来訪者のデータを統計グラフにまとめをし
ていくことで、「思考力」についても向上の機会を得
ることができたと思われる。
　以上から、授業にとどまらない体験的な学習を通じ
て専門スキル（調理製菓スキル）以外の実践的な活動
のスキルの向上を図り社会性を高めるという観点か
ら、展示会を通じた一連の体験学習の取り組みは人材
育成面で一定の成果があったと思われる。
３）体験学習を通じた所属感や貢献感への影響
（学生の大学への所属感や貢献感に良い影響を与えた
と予想できる事績）
　お菓子の家の展示会とそれに付随する体験学習の取
り組みが参加した自治体事業（表５）について報告し
たい。民間団体で北九州市が事務局を務める「北九州
表５．自治体主催事業への参加による認定取得
市にぎわいづくり懇話会 10）」が主催する北九州市にぎ
わいづくり認定事業において、平成 27 年度に行った
３つの展示会とそれに付随して行った制作講習会のイ
ベントが、まちのにぎわいにつながり人出を促し、自
立して今後も継続が見込まれるという観点で、北九州
市にぎわい事業のひとつに採択され、助成を受けた。
　また、北九州市からは、平成 28 年５月に小倉城で行っ
た展示会とお菓子の家の制作イベントとそれに加え
て、今後平成 28 年 12 月以降に小倉北区で開催を予定
している作品展示会やお菓子の家の制作イベントが、
平成 28 年度の「まちづくりステップアップ事業 11）」
として認定され、助成を受けている。これは北九州市
が、地域住民の交流の促進となる活動、まちづくりに
つながる研修等の活動、国際交流の促進にかかわる活
動等を支援する事業である。本学の体験学習の試みは、
年 10 回にも満たない限定的な規模であるが、2012 年
から毎年学生達が自主的に継続して活動に取り組んだ
ことが評価され、自治体から一定の地域社会貢献を認
められたものと考える。
　このほか、お菓子の家の卒業作品を通じた体験学習
の他にも、調理実習にかかわるテーマから深化した同
様の体験学習の試みを行っており、これについて表６
にまとめる。
　言うまでもなく、これらの活動は、学生の希望にも
とづき学生と教員が企画した実習である。
　例えば表上段の活動は、地域の高齢者向けの給食活
動の実状を知るために、地域の市民センターにおいて
行う配食サービスで調理職員の方々と調理実習体験を
行ったもので、過去５年間毎年行っているものである。
ここでも「お菓子の家」の展示会同様に、各センター
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での調理職員とのコミュニケーションが実状の理解に
は重要であり、企画実施には学生間のチームワークが
大切であるなど学びの深化として有意義である。同時
に、地域社会との連携となることは言うまでもない。
企業との間でも、「お菓子の家」の制作講習会を企業
のイベントとコラボして行ったケースもある。（表１
参照）また、学びの内容を深く掘り下げるために、専
門性の高い企業に講習会の依頼を企画したケースもあ
る。（表６参照）これらはいずれの場合も、地元企業
との連携や交流を図ったという意味で、産学連携への
発展要素を含むものであると思われる。
４）体験学習の要素を深めた実践結果
　最後に、体験学習の経験の中で、学生が能動的に学
外コンクール等へ参加したことも紹介しておきたい。
　先述の学生自らが授業で取り組んだ統計を用いた表
現技術の向上のために能動的に参加した統計グラフコ
ンクールの様に、年次によっては、授業で取り組んだ
題材などをもとに学生自ら学外のコンクールに参加し
た（表７参照）。2015 年以降の北九州市の地域連携事
業に参加、認定される以前の取り組みが中心となって
いるが、体験学習の経験によって、学生が能動的に参
加してきたものである。どのような学びの構造が学生
の「自発性」を引き出すのか、残された課題は多いが、
聞くだけの授業にとどまらず積極的に対外的な参加を
行うことは、学生の自発性・社会性を高めさらに学び
を深めるものであり、今後もこのようなアクティブ
ラーニングの視点を入れた体験学習を授業に活用して
いきたい。
表６．調理実習から深化した校外活動
表７．学生の能動的な学外コンクールなどへの参加
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５）考察
　実習授業において創作した「お菓子の家」の卒業作
品の展示発表会を学生が自ら企画・立案し、学外にて
行った。作品展の来訪者とのコミュニケーション交流
やフィールドワーク交流および作品展と合わせて企画
したミニュチアお菓子の家の制作講習会での体験交流
を通じて、展示発表会を授業で聞くだけにとどまらな
い体験学習の場とすることができた。
　展示発表を振り返った学生の自由記述から、コミュ
ニケーションスキルの向上が伺えた。また、自己に対
する「能力感・自己肯定感の向上」「貢献感の向上と
実感」および他者に対する「信頼感・所属感の向上」
が示唆された。同時に、展示会の準備を通じて「企
画力」「協働性（チームワーク）」を伸ばすことができ
た。このように、体験型学習への参加が学生の専門ス
キル（調理製菓スキル）以外の実践的な活動のスキル
の向上を図り、学生の自発性・社会性を高め、人材育
成面で一定の成果があった。
　一連のこれらの取り組みは、地域連携の分野で、平
成 28 年度の北九州市が主催する「まちづくりステッ
プアップ事業」に認定され、地域社会へ本学教育研究
活動を還元する一助となり学生の大学への所属感や貢
献感を高めるに至ることが示唆された。
　聞くだけの授業にとどまらず積極的に対外的な参加
を行うことは、学生の自発性・社会性を高めるもので
あり、今後もこのようなアクティブラーニングの視点
を入れた体験学習を授業に活用していきたい。
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Approaches to Food and Nutrition Education, 
Human Resource Development and Community Collaboration 
Through the Original Class of “Confectionary House”
Hisae Kimura,  Shigeko Kaku,  Futoshi Tanizaki,  Syunsuke Nakashima
＜Abstract＞
     This report is intended to show result of improvement of the leaner and regional contribution 
through approaches of active learning to practice regional partnership by making “Confectionary 
houses (gingerbread houses)” and planning their display and presentation outside this junior college 
in association with similar events (such as a class for making miniature confectionary houses) in 
which students played a key role. Confectionary house making is a subject of study in our junior 
college. It was observed students increase their communication skills through interchanges with 
visitors in the display presentation and similar events, which allows them to recognize the of 
communication necessity in the society. Those plans performed actively showing their teamwork 
realized a passive class of experience-based learning rather than listening only. That shows a certain 
result in both dietary education and human resource development. Most of this series of activities 
were performed in cooperation with the local government and a neighborhood company. Some of 
their presentations were authorized by Kitakyushu-City as a business to be called “The authorization 
of business to exhilarate communities” in the year H27 and “Citizen-based town step-up planning 
business” in the year H28. The programs contribution to the community was recognized at the same 
time.
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